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建設廃棄物の品目別排出量
資料５

（万トン）
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再資源化 縮減 最終処分

特定建設資材の品目別再資源化等の状況

アスファルト・コンクリート塊

コンクリート塊

建設発生木材

平成２２年度
再資源化等率
目標：９５％

平成１７年度
再資源化等率
目標：９０％

平成２２年度
再資源化率
目標：６５％

平成１７年度
再資源化率
目標：６０％

平成１７年度
再資源化率
目標：９５％

平成１７年度
再資源化率
目標：９５％

国土交通省資料から作成



ｱｽﾌｧﾙﾄ・ｺﾝｸﾘｰﾄ塊、ｺﾝｸﾘｰﾄ塊のﾘｻｲｸﾙﾌﾛｰ
特定建設資材廃棄物（Ａｓ塊、Ｃｏ塊）のリサイクルフローは、次のとおり。

［うち、現場内利用］
86

⑧再生Ａs合材
4,055

⑦Ａs合材
(新材）
818

最終処分場
再生砕石等
1,060

⑧再生砕石
　　　4,565

⑨鉱さい  543

③再資源化
　 施設へ
　　　3,102

再生ｺﾝｸﾘｰﾄ砂
364

⑦砕石（新材）
13,189

④最終処分 23

④最終処分 40

 1%

1%

②工事間利用
   43(2%)

②工事間利用
　73(2%)

再資源化率　　　（②＋⑤）
　　　　　　　　　    　　① ＝98.6%

資料：平成１７年度建設副産物実態調査

再資源化率　　　（②＋⑤）
　　　　　　　　　    　　①

＝98.1%

アスファルト・コンクリート塊 コンクリート塊

単位：万トン

72%

25%

3%

17%

83%

粒度調整等
714

Ｃo
発生量
　3,301

Ａs
発生量
　2,631

⑥最終処分
20(1%)

⑥最終処分
14(1%)

※四捨五入の関係上、合計があわない場合がある。

現場内利用
785

現場内利用
4

［うち、現場内利用］
24

再資源化施設
As破砕,合材

⑩砕石類
利用量
18,296

⑨Ａs合材
利用量
4,873

Ａｓ用骨材等
2,545

⑤
再資源化
　   2,526
     97%

①
Ａs搬出量
2,606

③再資源化
　 施設へ
　　　2,541

①
Ｃo搬出量
　　3,215

⑤
再資源化
　  3,082
     96%

再資源化施設
Co破砕



建設発生木材のリサイクルフロー
特定建設資材廃棄物（建設発生木材）のリサイクルフローは、次のとおり。

75%
③再資源化
　 施設へ
　　　　　214

6% ⑤最終処分 18

再資源化
施設

最終処分 28

単位：万トン

2% ②工事間利用　5

64%　⑥再資源化施設後
　　　　　再利用　183

2% ⑩焼却施設後最終処分 5

17%④焼却施設へ 48 焼却施設

15% ⑨焼却施設減量化量 43

資料：平成１７年度建設副産物実態調査

2%  ⑧再資源化施設後
　　　　最終処分量 6

再資源化率　 (②＋⑥)
　　　　　       　　  ① ＝66.1%再資源化等率　 (②＋⑥＋⑦＋⑨)

　　　　　　　　       　　 　  ①
＝90.2%

※四捨五入の関係上、合計があわない場合がある。

9%⑦再資源化施設減量化量 25

①
　場外搬出量
　　　　284



再生砕石等にほぼ全量リサイク
ル

H17再資源化率９８％

コ
ン
ク

リ

ー

ト
塊

再生砕石、再生アスファルト
合材等にほぼ全量リサイク
ル

H17再資源化率９９％

製紙材料、再生木質ボード、

燃料等にリサイクル

H17再資源化率６８％
H17再資源化等率９１％

分別の上、リサイクル可能品目に
ついてはリサイクル

H12比排出量４０％削減(H17)

盛土材、埋戻し材、路盤材等にリ
サイクル

H17再資源化率４８％
H17再資源化等率７５％

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
の
対
象
品
目

多量の土を捨てる一方、捨てた土
の３割に相当する量の新材を購入
している。

H17建設発生土有効利用率６３％

品目別のリサイクルの現状

ア

ス

フ

ァ
ル

ト

・

コ
ン
ク

リ

ー

ト
塊

建

設

発

生

木

材

建
設
混
合
廃
棄
物

建

設

汚

泥

建

設

発

生

土



コンクリート塊の再資源化

再生コンクリート骨材

再生砕石

・粗骨材：３５％

・細骨材：３０％

・細粒分：３４％

・水分：１％

再生コンクリート骨材として利用。

土壌改良材、セメント原料として、技術的には利用可能。しかし、
土壌改良材はニーズが少ないこと、セメント原料は再生コストが
高すぎて現実的には未だ技術開発過程であることが課題。

加熱による、コンクリート塊からの脱水分。

加熱すりもみ法（その他、偏心ローター式、スクリュー摩砕方式がある ）
（※３００℃で加熱後、磨砕処理して、粗・砕骨材とセメントペーストに分離回収する方法）

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊

・再生砕石：１００％ 全量、再生砕石として利用。

再生砂

・土砂：１００％ 全量、土砂として利用。

約2,790万t （平成１７年度建設副産物実態調査より）

約360万t（平成１７年度建設副産物実態調査より）

数万トン程度

●コンクリート塊の再資源化率は９８％（平成１７年度）



再生砕石

アスファルト・コンクリート塊の再資源化

再生アスファルト合材

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
・

コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊

・再生砕石：１００％ 全量、再生砕石として利用。

・再生アスファルト合材：１００％
全量、アスファルト混合物用
骨材として利用。

約1,060万t

約1,510万t

※数値は、平成１７年度建設副産物実態調査（国土交通省）より

●アスファルト・コンクリート塊の再資源化率は９９％（平成１７年度）



建設発生木材の再資源化

堆肥

パーティクルボード

建
設
発
生
木
材

製紙（板紙）

敷料

マルチング材

約42万t

燃料利用

約44万t

約40万t

約26万t

約8万t

約120万t

その他

約29万t

※数値は、平成１７年度建設副産物実態調査（国土交通省）より

●建設発生木材の再資源化率は６８％（平成１７年度）
●建設発生木材の再資源化等率は９１％（平成１７年度）


